
東京外国語大学・アジア・アフリカ言語文化研究所・助教

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０３

基盤研究(B)（海外学術調査）

2019～2017

ビルマの危機言語に関する緊急調査研究

Urgent Research on Endangered Languages in Burma

８０７６７６８２研究者番号：

倉部　慶太（Kurabe, Keita）

研究期間：

１７Ｈ０４５２３

年 月 日現在  ４   ６   ３

円    12,600,000

研究成果の概要（和文）：言語的に多様な東南アジア大陸部のなかでも、ビルマ（ミャンマー）はとりわけ言語
多様な地域である。一方で、現地調査の難しさから、多くの少数言語の調査研究が充分に進んでこなかった。本
課題では、5名の研究者と2名の研究協力者が連携して、これまで渡航が難しかったビルマの諸地域を中心に集中
的なフィールドワークを行った。その結果、ジンポー諸語、ラワン諸語、カヤン諸語、カレン諸語、ビルマ諸
語、チン諸語など、地域・系統的に幅広い多数の研究未開発言語の調査を進めることができた。これらの成果
を、語彙集、論文、国内外での研究発表などの形で公開した。

研究成果の概要（英文）：Within mainland Southeast Asia, known for its linguistic diversity, Burma 
(Myanmar) is one of the most linguistically diverse regions. However, the description of many 
minority languages in Burma has not progressed sufficiently due to the difficulty of field research.
 In this project, five researchers and two research collaborators worked together to conduct 
intensive fieldwork in various regions of Burma, which had been difficult to travel to in the past. 
As a result, we were able to collect a large number of data of underdescribed Tibeto-Burman 
languages, including Jinghpawish, Nungish, Kayan, Karen, Burmish, and Chin languages. These results 
were published in the form of lexicons, articles, and research presentations.

研究分野：言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来研究蓄積が充分でなかった多くの言語の実態を明らかにすることにより、シナ・チベット語族の共時的・通
時的研究を大きく進展させることができた。本課題で対象とした少数言語は、現地コミュニティにとって重要な
文化遺産であるが、近年の急速な社会変容により充分な記録のないまま消滅することが危惧されている。本課題
ではその記録と保存にも取り組むことにより、学術面だけでなく社会面でも貢献を果たした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
 
言語的に多様な東南アジア大陸部のなかでも、ビルマはとりわけ言語多様な地域である。ビル
マに分布する言語の多くは、系統的にシナ・チベット語族チベット・ビルマ語派に属する言語で
ある。これらの言語は漢語と共通祖先を有し、東・東南アジアの言語史・民族史を解明する上で、
極めて重要な役割を果たしてきた。また、ビルマのチベット・ビルマ諸語の多くは、音韻面では
世界の言語の中でも特に複雑な声調や声質を発達させ、統語面では世界の言語の中でも特に複
雑な動詞連続や類別詞体系を発達させるなど、そのデータは人類言語の普遍性と多様性の解明
を目指す言語学の発展にも不可欠である。 
一方で、政情不安による現地調査の難しさから、ビルマの少数言語の記述研究は充分に進んで
こなかった。これは隣国タイなどと比べて対照的であった。しかし、2011 年の民政移管以降、
ビルマは海外の研究者に開かれた国となった。外国人が入域不可能であったカレン州、カヤー州、
チン州などが次々と開放され、外国人研究者が現地に実際に赴き、従来調査が難しかった様々な
言語を対象とした調査を開始できる条件が整ってきた。以上より、研究蓄積の少ないビルマの少
数言語を調査する上で過去最大ともいえる好機となった。 
 
２． 研究の目的 
 

 これまで渡航が難しかったビルマの諸地域を中心に集中的なフィールドワークを行い、研究
蓄積の乏しいチベット・ビルマ系少数言語の調査研究を進展させることを目的とした。ビルマで
の豊富な調査経験を持つ 5 名の研究者および 2 名の研究協力者が連携して、ジンポー諸語、ラ
ワン諸語、カヤン諸語、カレン諸語、ビルマ諸語、チン諸語など、地域・系統的に幅広い多数の
チベット・ビルマ系研究未開発言語の調査を行う。フィールドワークにより蓄積した一次資料に
基づき、語彙集編纂、音韻分析、文法記述、言語接触研究、比較言語学研究など、共時言語学と
通時言語学の両面から研究を進める。 
 
３． 研究の方法 
 

 研究蓄積の乏しい少数言語の調査を行うために、これまでアクセスが難しかったビルマの諸
地域を中心に集中的なフィールドワークを行う。豊富な現地調査経験を持つ 5 名の研究者およ
び 2名の研究協力者が連携して、地域的・系統的に幅広く多様な言語の一次資料を効率的に収集
する。倉部はカチン州にてラワン諸語およびジンポー諸語に関する調査を行う。新谷はカヤー州
やシャン州にてカヤン諸語に関する調査を行う。澤田はカチン州にて北部ビルマ下位語群に属
する諸言語に関する調査を行う。加藤はカレン州やバゴー地方域にて、カレン諸語に関する調査
を行う。大塚はチン州やバゴー地方域にて、チン諸語に関する調査を行う。研究協力者の清水は
マグウェ地方域にてビルマ語ヨー方言に関する調査を行う。研究協力者の大西はカチン州にて
ラワン諸語に関する調査を行う。 
 
４． 研究成果 
 

 2017 年度から 2019 年度にかけて、5名の研究者および 2名の研究協力者が、ビルマにおける
集中的なフィールドワークを行った。2017 年度に計 9 回、2018 年度に計 8回の現地調査を行っ
た。2019 年度は 6 回のフィールドワークを行ったが、新型コロナウイルス感染拡大により、予
定していたフィールドワークを一部中止せざるを得なかった。ビルマにおける集中的なフィー
ルドワークにより、ジンポー諸語、ラワン諸語、カヤン諸語、カレン諸語、ビルマ諸語、チン諸
語などを中心とした数多くの言語の調査・記録・保存を達成することができた。 
 
収集した一次資料に基づき、語彙集編纂、論文公刊、国内外での研究発表を行った。 
 
（1） 語彙集 
ゴクー語語彙集、ブリモー語語彙集、クウィンサン語語彙集、クランクー語語彙集、イ
ンタレー語語彙集、タイダイ語語彙集、マクリ語語彙集、ソンカン・カヤン語語彙集、
コカック語語彙集、ドサンブ・カヤン語語彙集、センツム語語彙集、プロン・カヤン語
語彙集、ラグー・カヤン語語彙集、トタン・カヤン語語彙集、ドコンチョン・カヤン語
語彙集 

 
（2） 論文 
ジンポー語声調配列に関する研究、ジンポー語の無気化と喉頭素性に関する研究、ジン
ポー語の重複に関する研究、ジンポー語の閉じたクラスの形容詞に関する研究、ジンポ



ー語動物語彙に関する研究、ジンポー諸語の軟口蓋末子音の消失と系統分類に関する研
究、カチン諸語の言語接触に関する研究、ランスー語音韻論に関する研究、ランスー語
借用語に関する研究、カレン祖語の声調に関する研究、カレン諸語の言語接触に関する
研究、ポー・カレン語の使役と逆使役に関する研究、ポー・カレン語の数量詞遊離に関
する研究、アショー・チン語の動詞複合体構造に関する研究、ラルテー語の動詞語幹交
替に関する研究ほか 
 

（3） 研究発表 
ジンポー語の無気化と喉頭素性に関する研究、ジンポー語ガウリ方言の声調分岐に関す
る研究、タンサル語音韻論に関する研究、ツァイワ語の言語接触に関する研究、カチン
地域の山名と河川名に関する研究、ロンウォー語の親族名称に関する研究、ロンウォー
語トッラン方言とラカウッ（ギャンノッ）方言に関する研究、タイ＝サー語に関する研
究、ランスー語の言語接触に関する研究、カレン諸語の言語接触に関する研究、カレン
祖語の声調に関する研究、ポー・カレン語の否定に関する研究、ポー・カレン語の逆使
役に関する研究、ティディム・チン語の方向接辞に関する研究、アショー・チン語の動
詞複合体に関する研究、アショー・チン語の言語接触に関する研究ほか 
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 ４．巻
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 １．著者名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名
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倉部慶太
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 １．発表者名
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 ４．発表年

 ４．発表年
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 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 29th Meeting of the Southeast Asian Linguistics Society (KFC Hall)（国際学会）

 ３．学会等名
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